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答申（案） 
 

令和５年（２０２３年）  月  日 
 

 
吹田市長 後藤 圭二 様 

 
 

吹田市特別職報酬等審議会 
会 長  北 村 亘   
 
 

特別職の給料及び議員の報酬等について（答申） （案） 

 

 

令和５年（2023 年）7 月 6 日付け５総人第 1057 号で諮問のあった 

 

1 市長、副市長、教育長、水道事業管理者、及び常勤の監査委員 

（以下「特別職職員」という。）に対する給料の額に関する事項 

2 議員及び特別職職員に対する期末手当に関する事項 

3 特別職職員に対する地域手当に関する事項 

4 議員に対する議員報酬の額に関する事項 

 

について、本審議会は３回にわたって慎重に審議した結果、次のとおり答申します。 

 

 

記 

 

1 答申結果 

⑴ 特別職職員に対する給料の額 

令和元年度（2019年度）に開催した前回の審議会から、今回の審議会開催に

至る間の物価上昇率に相当する率に応じた額を引き上げ、改定後の給料月額

を次のとおりとすることが適当である。 

 

   改定後の給料月額 

    改定後 現 行 

市長 １，０７２，０００ 円 １，０５０，０００ 円 

副市長 ９３９，０００ 円 ９２０，０００ 円 

教育長 ８２７，０００ 円 ８１０，０００ 円 

水道事業管理者 ８２７，０００ 円 ８１０，０００ 円 

常勤の監査委員 ５８1，０００ 円 ５７０，０００ 円 

 

⑵ 議員及び特別職職員に対する期末手当 

現行の算出方法が適当である。 
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⑶ 特別職職員に対する地域手当 

現行どおり、国の地域手当制度に準じて支給することが適当である。 

 

⑷ 議員に対する議員報酬の額 

令和元年度（2019年度）に開催した前回の審議会から、今回の審議会開催に

至る間の物価上昇率に相当する率に応じた額を引き上げ、改定後の報酬月額

を次のとおりとすることが適当である。 

 

 改定後の報酬月額 

 改定後 現 行 

議長 ７５５，０００ 円 ７４０，０００ 円 

副議長 ７１４，０００ 円 ７００，０００ 円 

議員 ６６３，０００ 円 ６５０，０００ 円 

 

 

2 特別職職員の給料及び議員の報酬を引き上げることとした経過 

審議にあたって、近年急速に変化する社会経済状況等を踏まえた上で、本市

の現在の財政状況などの確認や現行の本市の特別職職員の給料月額、議員報

酬、また他市との比較などを行い、諮問のあった事項について検討を行った。 

まず、社会経済状況に関しては、前回の当審議会閉会後、新型コロナウイルス

感染症の発生、急拡大、またそのことに伴う社会経済活動の停滞や制度の見直し

などに加えて、ロシアのウクライナへの侵攻などにより、国際状況も大きな影響を

受け、世界的な原材料価格の高騰、半導体不足などが発生した。その影響なども

あり国内においても諸物価が急高騰し続け、併せて人手不足などへの対応を背

景に初任給の引き上げやベースアップなどによる給料の引上げが多くの企業で

実施された。 

次に、本市の状況に関しては、まず人口については、全国の多くの自治体で

人口減少が課題となる中、令和４年（２０２２年）５月には人口が３８万人を超え、現

在も増加し続けている。また財政状況等については、令和２年４月の中核市移行

に伴う負担増や新型コロナウイルス感染の拡大への対応に伴う臨時的・緊急的な

財政支出があったものの、前回の審議会で確認した時と同様に不健全な状況で

はなく、更なる市の発展につながる事業として土地区画整理事業などの大型の公

共事業も進められていることを確認した。 

また、本市の現行の特別職職員の給料及び議員報酬の額については、本市と

行政規模が同等であると考えられる、全国の人口３０万人以上の中核市（以下、

「類似都市」という。）及び大阪府内の各市の特別職職員の給料等を調査し、確認

を行った。類似都市との比較においては、前回の答申時と大きな変動はなく、市

長などの職においてその平均額を下回る現状を確認した。 

以上のことから、本市の特別職職員の給料及び議員報酬の額については、引

き上げる必要があると判断した。その引き上げ額については、令和元年（2019 年）
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から令和４年（２０２２年）の間の近畿大都市圏における消費者物価指数を参考と

した物価上昇率（２．１％）に相当する率とすることが適当であるとの結論に達した。 

 

 

3 改定の時期 

改定の時期については、令和６年４月１日に実施することが適当と考える。 

 

 

4 その他 

    本審議会においては、特別職の給料及び議員の報酬を引き上げる答申を行っ

たが、その時々の社会情勢や他市の動向を適切に反映させるためには、前審

議会における答申に引き続き、概ね 4 年毎の定期開催が望ましいと言う意見で

一致したことを、付帯意見として申し述べる。 

 

以上 

  

 

 

審議の開催状況 
 

回 数 開 催 日 主 な 審 議 事 項 

第 1 回 令和 5 年（2023 年）7 月 6 日 会長、職務代理者の選任、 諮問、 資料説明 

特別職職員の給料の額、議員報酬の額 

第 2 回 令和 5 年（2023 年）8 月 23 日 特別職職員の給料の額、議員報酬の額 

議員及び特別職職員に対する手当 

第 3 回 令和 5 年（2023 年）9 月 11 日 答申案について 

 令和 5 年（2023 年）●月●日 市長に答申 

  

 

吹田市特別職報酬等審議会 名簿 
 

会長 北村 亘 

職務代理者 足立 泰美 

委員 城戸 秀樹 

委員 櫻井 和子 

委員 徳原 秀樹 

委員 中礒 亜由美 

委員 古川 國久 

                     （委員 50 音順） 


